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［はじめに］

昨年の第33回日本血液事業学会シンポジウム

「集約の理念」で，演者は「集約は理念ではなく，

法の理念を達成するための広域事業運営体制に至

る手段であり作業である」と述べた。今回のテー

マはその延長線上にあり，集約を終えた後の広域

運営の制度設計を経て，来るべき平成24度からの

運営開始に向けて大きく“JUMP UP”するために

は，何に注意し，何を基本原理として念頭に置く

べきかを，「赤十字の基本原則」と整合させ，幾つ

かのキーワードを設定してそれらについて個別に

考察してみることとした。

［キーワード“JUMP UP”の設定］

1965年にウィーンで採択された国際赤十字・赤

新 月 連 盟 のprinciples and valuesに お い て，

［Human i t y］［Impar t i a l i t y］［Neut r a l i t y］

［Independence］［Voluntary service］［Unity］

［Universality］の７原則が宣言されたが，その原

文の中には多くの重要な単語があり，ちなみにそ

れらの頭文字を適宜組み合わせてみると幾つかの

キーワードを作ることができる。今回の演者のテ

ーマとなった“JUMP UP”もそのうちの一つであ

る。すなわち，Justice（公平・公正・正義）Unique

（唯一）Mutual（相互の）Public（公共の）Universal

（国際的な）Peaple（人々のために）である。ただ，

これはあくまで赤十字のキーワードであり，その

中の事業の一つである血液事業の特殊性に鑑み，

MutualをMotivation（動機付け）とし，Peapleを

Powerful（勢いのある）に置き換えることとした。

［それぞれのキーワードに関する考察］

・�キーワード１…JUSTICE（公平・公正・社会正義）

血液事業を実施するに当たっては，地域間の格

差や血液センター間のサービス格差を可能な限り

縮減し，全国一律，安全で均質な製剤の提供が求

められる。そのための具体策として，ブロック単

位の広域的な需給管理体制を作り，検査・製剤の

集約部門の近代化・効率化を推進する。そのこと

により事業の最終目的が社会的弱者である患者の

ためのものである，という社会正義の実現に繋が

り，同時に国民の期待に応えることにもなる。

・�キーワード２…UNIQUE（他に類のない唯一の

存在）

日本赤十字社は，世界の中でも数少ない輸血用

製剤の独占事業体である。国家や国民の付託に応

えるためにも，驕りや独断を戒め，救護を基本と

する団体の高い倫理観と使命感に立った運営が求

められる。分画製剤については，過去の経緯を踏

まえ，今後抜本的な見直しが必要となる。

・�キーワード３…MOTIVATION（仕事に生きがい

と充実感を）

業務集約後の地域センター職員のmotivationの

構築は最重要課題である。なぜなら，ブロックセ

ンターや集約工場が血液事業本部の内部組織であ

るのに対して，地域センターは，善意の献血者や

ユーザーである医療機関の従事者と直接交わる最

前線の基地だからである。これら外部の人々に良

い印象を与えるためには，地域センターの職員自

身が公益事業の従事者としての自覚を持ち，利益

志向ではなく，日々の業務に誇りと生きがいを実

感できることが必須の要件であり，そのためにも

そうした文化・風土の醸成と，具体的な職場環境

の改善が急務である。そこで現在各ブロック単位
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の「在り方検討委員会」で，ハード・ソフトの両面

から検討を行っている。

・�キーワード４…PUBLIC MIND（公共の利益）

かつて血液事業は，日赤のほかにも民間の商業

血液銀行や都道府県で運営され，とくに自治体で

は，「県民の血液は自県民の献血で賄う」という思

想の下で，その運営にも独立採算制が採られてき

た。しかし，ドナーや医療機関の偏在等の地域間

格差の拡大とともに，多くの血液センターの経営

が極度に悪化し，いきおい行き過ぎたコスト削減

等の経営努力のみが先行し，事業が本来有すべき

「患者のための」というpublic mindが失われつつ

ある。

・�キ ー ワード５…UNIVERSAL（国 際協調と

leadership）

日本の血液事業はこれまでもアジアからの研修

生受け入れや国際シンポジウムの開催，二国間技

術協力，などさまざまな国際活動を展開してき

た。今後もさらに各種の支援や協力を求められる

ことが予想されるが，これらに可能な限り誠実に

対応することで世界各国からの信頼を得て揺るぎ

ないleadershipを発揮してゆくことが期待される。

・�キーワード６…POWERFUL（時代に即応する活

力）

少子高齢化の更なる進展，若者の価値観の変容

など，時代は立ち止まることなく動いている。血

液事業に従事する我々は常にこうした時代の流れ

に乗り遅れない感性と勇気を持つことが必要であ

る。そのことによって組織全体が勢いを増し，将

来に向けての新たな展望が開かれる。

［おわりに］

今学会のメインテーマである「信頼と連帯の絆」

はまさに今，血液事業に求められる喫緊の課題で

ある。変革期であればこそ我々に関わるすべての

組織や機関，たとえば，国，都道府県，支部，地

区，市町村，ボランティア，支援団体やサポータ

ー，製薬会社をはじめとする関連企業，大学，病

院，医師会，骨髄・臍帯血関連団体，さらには日

赤病院などの社内の各組織，等と緊密に連携する

ことで信頼感を深め，お互いがequal partnerとし

て力強く未来への創造を成し遂げていかねばなら

ないと思う。
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保有資金額

資金回転率 1.0ケ月未満 6.5ケ月以上
1.0ケ月以上
1.5ケ月未満

1.5ケ月以上
2.5ケ月未満

2.5ケ月以上
4.5ケ月未満

4.5ケ月以上
6.5ケ月未満

1憶円未満 30憶円以上
1憶円以上
3億円未満

3憶円以上
5億円未満

5憶円以上
10億円未満

10憶円以上
20億円未満

20憶円以上
30億円未満
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